
（
質
問
）
経
済
情
勢
の
悪
化
が

急
激
に
進
行
し
て
い
る
。

　

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
地
域

産
業
の
振
興
を
ど
う
す
る
か
、

地
域
内
経
済
循
環
を
つ
く
る
自

治
体
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
る
。

二
つ
の
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
入
札
制
度
の
改
善

だ
。
鳥
取
県
で
は
、
地
元
業
者

優
先
の
『
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
』
を
導
入
し
、
仕
事
の
確

保
へ
道
を
開
い
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
村
が
発
注
す

る
大
型
の
工
事
、
例
え
ば
予
算

１
億
２
千
万
円
の
保
育
園
未
満

児
棟
工
事
な
ど
を
、
工
種
ご
と

に
分
離
発
注
す
る
こ
と
だ
。

　

大
手
の
元
請
業
者
に
よ
る
一

式
受
注
方
式
で
は
な
い
方
法

だ
。

「
村
長
」
建
築
、
設
備
、
電
気

な
ど
分
離
発
注
を
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
は
む
ず
か
し
い
。

（
質
問
）
富
士
見
町
が
行
っ
た

営
農
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

60
歳
、
70
歳
台
が
中
心
で
、
５

年
後
に
は
全
体
の
半
数
近
く
が

農
業
を
や
め
る
方
向
と
回
答
さ

れ
た
。

　

農
水
産
物
の
国
内
生
産
12
兆

円
・
輸
入
３
兆
円
。
最
終
食
糧

消
費
額
約
80
兆
円
。
こ
の
65
兆

円
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
含
ま
れ
て
い

る
付
加
価
値
を
ど
う
す
る
か
が

課
題
だ
。

　

農
産
物
の
加
工
・
販
売
、
郷

土
料
理
な
ど
の
拠
点
施
設
と
し

て
文
化
園
レ
ス
ト
ラ
ン
の
活
用

を
提
案
し
た
い
。
赤
字
経
営
の

再
生
と
し
て
も
有
効
で
は
な
い

か
。

「
村
長
」
商
売
ベ
ー
ス
の
所
で

実
験
的
な
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

行
政
が
加
工
施
設
を
作
っ

て
、
皆
さ
ん
に
運
営
を
お
任
せ

す
る
に
は
、
ま
だ
無
理
が
あ

る
。
そ
う
い
う
機
運
が
無
い
。

（
質
問
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
の
介
護
認
定
調
査
が
、

４
月
か
ら
大
き
く
変
え
ら
れ
る
。

食
事
を
と
ら
ず
、
点
滴
栄
養
の

人
は
、
介
助
が
必
要
な
い
か
ら

自
立
と
か
ベ
ッ
ド
の
上
だ
け
で

生
活
し
て
い
る
人
は
、
移
動
の

必
要
が
な
い
か
ら
自
立
と
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

緊
急
に
も
国
に
対
し
て
認
定

の
変
更
は
や
め
る
よ
う
に
要
求

す
べ
き
で
あ
る
。

介護保険認定改悪中止を
　　　　　国に要求すべき

マイナス要因はさけるべき

菊 池 　 敏 郎

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

　

ま
た
保
険
料
も
変
更
に
な
る

が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
国
の

負
担
を
以
前
の
よ
う
に
戻
す
べ

き
で
あ
る
。

「
課
長
」
調
査
項
目
が
82
か
ら

74
項
目
に
変
更
に
な
る
。
茅
野

市
で
調
査
し
た
結
果
軽
度
の
人

は
よ
り
軽
度
に
、
重
度
の
人
は

よ
り
重
度
に
な
っ
た
。

　

保
険
料
は
、
現
７
段
階
か
ら

10
段
階
の
区
分
と
な
る
。
地
方

税
の
増
税
に
よ
る
軽
減
策
も
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
変
更
と
な

る
予
定
で
あ
る
。
段
階
に
よ
り

保
険
料
が
上
が
る
人
も
下
が
る

人
も
出
る
。

　

増
え
続
け
る
介
護
費
用
を
減

ら
そ
う
と
い
う
の
が
国
の
考
え

だ
が
、
血
の
通
っ
た
暖
か
い
施

策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
質
問
）
介
護
保
険
で
の
住
宅

改
造
に
は
、
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
現
場
で
解
決
す
べ

き
と
考
え
る
。

「
課
長
」
今
ま
で
は
、
書
類
審

査
が
中
心
で
あ
っ
た
。
今
後
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

手
続
き
は
、
広
域
連
合
と
市

町
村
に
分
け
る
の
で
な
く
き
ち

ん
と
し
た
い
。

村内業者優先と分離発注へ
　　　　　　入札制度の改善を

分離発注しているこれ以上は難しい

小 池 　 啓 男

一 

般 

質 

問

一 

般 

質 

問
村 

政 

を 

問 

う

村 

政 

を 

問 

う
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（
質
問
）
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

福
祉
の
充
実
は
と
て
も
大
切
で

す
。
社
会
環
境
等
に
よ
り
変
化

も
し
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
地

域
の
実
情
に
沿
う
こ
と
で
す
、

見
直
さ
れ
た
主
な
点
に
つ
い
て
は
。

「
課
長
」こ
の
計
画
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
化
す
る
中
、
地
域

で
暮
ら
す
人
々
が
共
に
手
を
携

え
、
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
て

い
く
社
会
全
体
の
動
き
を
広
げ

る
た
め
に
策
定
し
た
。
地
域
で

支
え
合
う
福
祉
の
村
づ
く
り
を

基
本
理
念
と
し
。
基
本
目
標
は
、

支
え
合
い
と
協
働
で
つ
く
る
原

村
の
福
祉
、
地
域
生
活
に
根
ざ

し
た
地
域
の
福
祉
、
住
民
一
人

一
人
が
尊
重
し
合
い
支
え
合
え

る
地
域
社
会
、
世
代
を
超
え
て

協
力
し
合
え
る
地
域
づ
く
り
、

顔
が
見
え
る
地
域
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
の
５
本
と
し
た
。

　

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
子
供
家
庭
相

談
員
を
常
駐
さ
せ
相
談
体
制
の

充
実
。
要
援
護
者
の
支
援
の
た

め
、災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ

プ
を
全
地
区
で
作
成
す
る
。
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
る
。

（
質
問
）
原
村
で
は
50
人
近
い

特
養
の
待
機
者
が
常
に
お
り
ま

す
。
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
村

内
へ
の
誘
致
の
考
え
は
。

「
村
長
」
介
護
保
険
計
画
に
基

づ
い
て
整
備
計
画
を
つ
く
り
そ

の
中
で
検
討
さ
れ
、
何
床
整
備

す
る
か
、
ど
こ
に
作
る
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
本
村
に
誘
致
で
き
る

も
の
な
ら
そ
の
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）
障
害
者
雇
用
促
進
法

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
で
あ

る
当
村
も
法
定
雇
用
率

（
2
・
1
%
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
村
長
と
し
て
の
障

害
者
雇
用
の
基
本
的
な
考
え
は
。

「
村
長
」
障
害
者
の
方
の
社
会

進
出
と
い
う
面
で
、
積
極
的
に

雇
用
で
き
る
場
面
で
は
雇
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

（
質
問
）
毎
年
６
月
に
障
害
者

の
雇
用
状
況
の
報
告
義
務
が
あ

る
が
、
Ｈ
20
年
の
原
村
の
雇
用

率
の
数
値
は
。

「
課
長
」
Ｈ
15
年
は
1
・
27
%

で
あ
っ
た
が
、
雇
用
計
画
に
基

づ
く
１
名
の
雇
用
に
よ
り
Ｈ
20

年
は
3
・
3
％
で
あ
り
、
雇
用

率
は
達
成
。

（
質
問
）
特
別
支
援
学
校
高
等

部
の
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
が
、

不
況
の
あ
お
り
で
就
職
出
来
な

い
で
い
る
。
職
業
生
活
を
希
望

す
る
生
徒
に
対
し
て
、
村
職
員

と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
検
討

出
来
な
い
か
。

「
村
長
」
す
ぐ
に
対
応
出
来
る

問
題
で
は
な
い
の
で
、
検
討
さ

せ
て
欲
し
い
。

（
質
問
）
一
人
親
家
庭
へ
の
新

年
度
予
算
の
具
体
的
援
助
策
は
。

「
課
長
」母
子
家
庭
等
医
療
費

特
別
給
付
金
254
万
円
･
母
子
家

庭
等
児
童
激
励
金
92
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
他
に
社
協
事
業

で
一
日
里
親
事
業
へ
の
補
助
が

あ
る
。

（
質
問
）
母
子
家
庭
の
場
合
、

国
の
制
度
で
一
人
目
の
子
供
に

月
額
４
万
１
千
720
円
（
第
二
子

以
降
加
算
あ
り
）
の
「
児
童
扶

養
手
当
」
を
も
ら
え
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
父
子
家
庭
の
場
合
、

父
親
が
重
度
障
害
者
の
場
合
を

除
き
こ
の
制
度
の
対
象
外
で
あ

る
。
軽
井
沢
町
は
独
自
に
父
子

家
庭
に
「
児
童
育
成
手
当
」
を

支
給
し
て
い
る
。
原
村
と
し
て

も
検
討
出
来
な
い
か
。

「
村
長
」
前
向
き
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

障害者の方の社会進出と
　　いう面で考えていきたい

五　味　武　雄

原
村
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
見
直
し
は

策
定
後
３
年
経
過
し
見
直
し
を
行
っ
た

小　

林　

庄
三
郎

障害者雇用への村の考え方は
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（
質
問
）
原
村
は
農
業
を
基
幹

産
業
と
し
て
自
立
し
て
い
く
と

い
う
目
標
を
持
つ
村
で
す
。
こ

れ
か
ら
先
５
年
・
10
年
後
は
、

誰
が
安
全
で
安
心
の
農
業
を
担

う
の
か
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

営
農
ア
ン
ケ
ー
ト
の
よ
う
な

形
で
、
村
が
農
家
の
現
状
を
把

握
し
、
農
業
を
し
て
い
る
中
高

年
者
、
後
継
者
が
元
気
に
な
る

農
政
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
村

と
し
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思

う
が
。

「
村
長
」
21
年
度
に
お
い
て
調

査
を
し
て
実
態
を
把
握
し
た

い
。

（
質
問
）
八
ッ
手
堤
上
の
圃

場
整
備
の
横
道
で
す
が
、
水

は
け
が
わ
る
く
て
雨
が
降
る

と
大
き
な
水
た
ま
り
が
で
き

て
危
険
で
す
。
補
修
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

「
課
長
」
道
路
が
逆
勾
配
で

工
事
を
す
れ
ば
多
額
の
費

用
、
300
万
ほ
ど
か
か
る
の
で

何
か
い
い
方
法
が
な
い
か
検

討
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）
も
み
の
湯
に
155
万

円
も
か
け
て
喫
煙
室
を
作
る

計
画
で
す
が
、
子
供
達
の
通

学
路
の
外
灯
費
の
補
助
を
カ

ッ
ト
し
た
り
、
４
月
か
ら
は

給
食
費
の
保
護
者
負
担
も
ふ

え
る
中
で
、
一
部
の
喫
煙
者

の
た
め
に
村
の
税
金
を
使
う

こ
と
は
、
多
く
の
女
性
達
か

ら
も
反
対
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
等
に

お
い
て
の
禁
煙
は
今
や
常
識

村
内
の
全
農
家
を
対
象
に
農
業

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
ら

調
査
を
し
て
実
態
を
把
握
し
た
い

小　

池　

利　

治

景気、雇用に対する対策は

建設費等予算、
　　　融資枠の拡大等で対応する

小　平　雅　彦

（
質
問
）
景
気
、
雇
用
を

巡
る
状
況
は
、
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

明
る
い
展
望
が
見
え
な

い
中
、
商
工
業
、
農
業
等

の
実
態
と
対
策
、
次
年
度

予
算
に
対
す
る
位
置
付
け

は
。

「
村
長
」
商
工
会
の
実
態

調
査
等
か
ら
製
造
業
、
建

設
業
、
商
業
と
も
受
注
、

売
り
上
げ
、
収
益
、
資
金

繰
り
等
悪
化
し
て
い
る
。

　

制
度
資
金
の
利
子
補
給
、
条

件
変
更
等
の
要
望
に
対
し
て
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。

「
課
長
」
21
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
建
設
費
等
投
資
的
経
費

の
増
額
に
よ
り
、
景
気
浮
揚
、

雇
用
促
進
を
積
極
的
に
進
め

る
。

　

制
度
資
金
に
つ
い
て
も
融
資

枠
の
拡
大
等
踏
み
込
ん
だ
予
算

編
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
）
悪
徳
商
法
、
商
品
の

不
当
表
示
、
サ
ー
ビ
ス
の
安
全

性
に
対
す
る
不
安
等
消
費
者
問

題
を
取
り
巻
く
状
況
は
深
刻
化

し
て
い
る
。
実
態
と
施
策
対

応
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
育

実
態
は
。

「
課
長
」
平
成
21
年
度
は
18
件

の
相
談
や
苦
情
が
あ
り
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り

消
費
生
活
相
談
、
サ
ラ
ダ
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
有
線
放
送
、
回
覧
板

等
を
使
っ
た
情
報
の
提
供
に
よ

り
不
当
取
引
の
防
止
等
消
費
者

保
護
に
努
め
て
い
る
。

「
教
育
長
」
家
庭
や
地
域
で
の

実
践
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
学

校
教
育
に
お
い
て
も
経
済
問

題
、
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
社
会

科
や
総
合
学
習
を
通
じ
学
校
全

体
の
中
で
消
費
者
教
育
を
進
め

て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

○
都
市
と
の
交
流
、
定
住
促
進

等
原
村
活
性
化
事
業
推
進
の
状

況
と
将
来
方
向
は
。

原村名が入った花
（新品目パンジーゼラニウム）

で
す
。
ま
し
て
や
健
康
増
進
を

目
的
と
す
る
施
設
で
の
喫
煙
室

設
置
は
、
現
状
に
反
し
た
取
り

組
み
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　

「
村
長
」
も
み
の
湯
は
客
商
売

の
施
設
な
の
で
当
面
は
分
煙
で

喫
煙
室
を
作
り
た
い
。
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（
質
問
）
資
源
物
、
不
燃
ご
み

の
中
間
処
理
に
関
す
る
事
務
共

同
処
理
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。

「
村
長
」
焼
却
施
設
、
最
終
処

分
場
、
中
間
処
理
な
ど
を
、
３

市
町
村
で
諏
訪
南
行
政
事
務
組

合
に
一
本
化
す
る
と
い
う
こ
と
。

（
質
問
）
大
都
市
に
あ
る
よ
う

な
中
間
処
理
の
た
め
の
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の

を
１
ヶ
所
作
る
と
い
う
よ
う
な

話
も
聞
く
の
だ
が
、
確
定
事
項

と
し
て
語
ら
れ
る
の
な
ら
問
題

だ
と
思
う
。

　

今
ま
で
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
で
資
源
物
の
回
収
の

仕
方
や
シ
ス
テ
ム
を
一
所
懸
命

考
え
て
い
る
し
、
い
つ
も
提
案

し
て
い
る
よ
う
に
、
常
時
回
収

施
設
の
よ
う
な
選
択
肢
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
を
含
め
た
ゴ
ミ
処
理
施
設
に

つ
い
て
は
、
基
本
方
針
の
見
直

し
の
中
で
検
討
す
る
の
で
こ
れ

か
ら
決
め
て
い
く
。

（
質
問
）
事
務
の
共
同
処
理
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
分
担
金
の

問
題
が
大
き
い
。

　

減
量
化
を
推
進
す
る
意
味
で

も
、
均
等
割
合
を
減
ら
し
て
排

出
量
割
に
比
重
を
移
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

「
村
長
」
負
担
割
合
に
つ
い
て

は
、
諏
訪
南
ご
み
減
量
化
推
進

ゴミ処理に関する答申を受けて、
　　　　　（３市町村の）今後の方針は

灰溶融炉建設の中止、最終処分場の整備、
　　     ゴミ処理事務の一元化などになる

長 谷 川　寛

（
質
問
）
第
４
次
原
村
総
合
計

画
基
本
計
画
の
「
具
体
的
な
施

策
」
に
組
織
機
構
改
革
が
あ
る
。

平
成
22
年
度
「
５
課
25
係
」
体

制
と
あ
る
が
21
年
度
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
含
め
ど
の
体
制
で
臨

む
の
か
。

「
村
長
」
行
改
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
作
っ
た
。
実
情
は
課
の
数

を
徐
々
に
減
ら
し
て
い
る
が
結

構
厳
し
い
状
況
。
総
務
課
の
中

に
消
防
係
、
議
会
が
入
っ
て
い

た
。
消
防
は
現
在
県
の
消
防
組

織
２
消
防
本
部
と
い
う
こ
と
が

あ
り
議
会
を
含
め
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
単
に
一
緒
に
す
れ
ば

い
い
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
。

（
質
問
）
下
水
道
会
計
の
利
用

料
金
は
、
３
年
目
の
見
直
し
を

し
た
。
審
議
会
で
利
用
料
金
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
百
年
に

一
度
の
経
済
環
境
を
考
慮
し
て

一
年
間
据
え
置
き
と
し
た
。
利

用
料
金
収
入
減
に
対
す
る
何
ら

か
の
工
夫
は
。

「
村
長
」
総
体
的
に
利
用
料
増

加
も
見
込
め
な
い
中
、
経
費

（
人
件
費
）
を
抑
え
る
し
か
な

い
。

「
課
長
」
総
配
水
量
は
減
っ
て

い
る
が
加
入
戸
数
が
増
え
予
算

額
は
見
込
め
る
。

（
質
問
）
国
保
審
議
会
で
は
経

済
環
境
を
考
慮
し
て
２
回
に
わ

た
り
保
険
料
率
を
据
え
置
い
た
。

こ
の
時
期
に
値
上
げ
を
し
な
い

事
は
、
よ
し
と
す
る
が
こ
の
会

計
に
は
多
額
な
滞
納
繰
越
金
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
険
指
導

等
の
保
健
予
防
事
業
推
進
に
多

く
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
、
ど

う
す
れ
ば
保
険
料
率
の
据
え
置

き
が
今
後
も
継
続
で
き
る
か
。

「
村
長
」
特
定
健
診
受
診
率
を

上
げ
る
こ
と
で
、
国
保
会
計
が

国
か
ら
の
お
金
で
安
定
す
る
。

国
保
料
値
上
げ
で
安
易
に
乗
り

切
る
事
は
考
え
て
い
な
い
。

５
課
25
係
体
制
と
あ
る
が

結
構
厳
し
い
状
況
で
あ
る 小　

池　

和　

男

会
議
の
提
言
で
も
、
排
出
量
割

に
持
っ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
方
向
に
進
む
べ
き
だ
と
思

う
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

○
役
場
内
の
人
事
異
動
時
期
に

つ
い
て
、
住
民
の
側
か
ら
し
て

も
異
動
に
伴
う
忙
し
い
時
期
で

あ
る
４
月
に
、
慣
れ
な
い
職
員

の
対
応
は
望
ま
し
く
な
い
。
９

月
異
動
を
検
討
で
き
な
い
か
。

はらむら議会だより　第97号　　（10）
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平
成
21
年
第
１
回
定
例
会
は

３
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
開

催
し
た
。

　

承
認
４
件
、
議
案
12
件
、
議

員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
名
で
あ
る
。

承
認　

◎
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

☆
小
児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
利

用
患
者
減
少
に
よ
る
管
理
業
務

委
託
料
と
運
営
費
の
補
助
金
収

入
他
。

◎
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
。

◎
20
年
度
諏
訪
広
域
消
防
補
正

予
算
（
第
３
号
）　
　
　
　

☆
２
件
は
下
諏
訪
消
防
署
関
係

◎
20
年
度
介
護
保
険
補
正
予
算

（
第
２
号
）

☆
要
介
護
認
定
モ
デ
ル
事
業
・

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
事
業
は
、
同
事
業
補
助

金
と
繰
越
金
で
補
正
す
る
。

条
例

◎
諏
訪
広
域
連
合
財
産
に
関
す

る
条
例

☆
災
害
時
の
医
療
連
携
推
進
に

衛
星
携
帯
電
話
を
配
備
す
る
た

め
。

◎
諏
訪
広
域
連
合
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

☆
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

図
る
と
い
う
平
成
21
年
度
の
介

護
報
酬
の
改
定
の
趣
旨
等
に
か

ん
が
み
、
当
該
改
定
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑

制
す
る
た
め
。

◎
諏
訪
広
域
連
合
職
員
定
数
条

例
の
一
部
改
正

☆
県
の
適
正
化
事
業
に
伴
い
、

介
護
給
付
適
正
化
事
業
の
事
務

員
１
人
増
加
し
26
人
と
す
る
。

◎
諏
訪
広
域
連
合
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正

☆
第
４
期
（
21
〜
23
年
）
の
保

険
料
を
、
７
段
階
か
ら
10
段
階

に
し
た
。

20
年
度
補
正
予
算

◎
救
護
施
設
八
ヶ
岳
寮
（
第
１

号
）

☆
基
金
利
子
と
退
職
者
の
共
済

費
を
繰
越
金
で
補
正
。

◎
介
護
保
険
（
第
３
号
）

☆
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
を
同
基
金
に
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
利
子
を
同

基
金
に
積
立
て
る
。

21
年
度
予
算

◎
一
般
会
計　

☆
議
会
視
察
研
修
費
。

☆
第
20
回
リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス

プ
レ
ス
早
期
建
設
促
進
大
会
が

諏
訪
地
域
で
開
催
さ
れ
る
。

☆
小
児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
管

理
業
務
委
託
料
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恋
月

荘☆
報
酬
改
定
に
460
万
円
余
。

◎
救
護
施
設
八
ヶ
岳
寮

☆
定
年
退
職
１
名

◎
介
護
保
険

☆
第
４
期
計
画
の
初
年
度
。

☆
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
特
例

基
金
よ
り
繰
入
金
7
千
465
万
円
。

☆
ケ
ア
マ
ネ
１
人
増
。

◎
諏
訪
広
域
消
防

☆
中
南
信
消
防
広
域
化
協
議
会

負
担
金
。　
　
　

◎
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事

業☆
衛
星
携
帯
電
話
22
台
を
基
幹

病
院
な
ど
に
配
備
。

議
員
提
出
議
案

◎
諏
訪
広
域
連
合
議
会
会
議
規

則
の
一
部
改
正

☆
第
159
条
第
1
項
中
の
「
第
100

条
13
」
議
員
派
遣
に
つ
い
て
改

め
る
。　
　

（
小
池
和
男　

記
）

組
合
議
会
等
報
告

諏
訪
広
域
連
合

養護老人ホーム恋月荘
救護施設八ヶ岳寮
介護保険
諏訪広域消防
ふるさ市町村圏基金事業

175,437
345,188
394,347

12,930,033
2,077,790
12,280

8,391
0

3,643
71,052
122,794

0

21年度諏訪広域連合予算            　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 予算額 原村負担金
一般会計

特
別
会
計



　

平
成
21
年
３
月
南
諏
衛
生
施

設
組
合
議
会
定
例
会
は
、
３
月

25
日
、
富
士
見
町
役
場
議
会
議

場
に
お
い
て
富
士
見
町
、
原
村

の
組
合
議
会
関
係
者
が
参
集
開

催
さ
れ
た
。

　

議
題
は
平
成
21
年
度
組
合
会

計
予
算
、
規
約
の
変
更
１
件
で

２
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

　　

予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳

出
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
千
万

円
余
と
す
る
も
の
で
前
年
対
比

１
千
万
余
の
減
額
と
な
っ
て
い

る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
村

負
担
金
２
億
４
千
３
百
万
円
余

（
原
村
分
担
金
７
千
３
百
万
円

余
、
富
士
見
町
１
億
６
千
９
百

万
円
余
）
で
１
千
万
円
余
の
減

額
。
し
尿
投
入
、
ご
み
処
理
手

数
料
８
百
万
円
余
、
繰
越
金

（
工
事
入
札
差
金
等
）
６
千
５

百
万
円
余
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務

費
一
般
管
理
費
（
給
与
、
職
員

手
当
等
）
１
千
４
百
万
円
余
、

衛
生
費
（
し
尿
処
理
、
粗
大
ご

み
処
理
、
埋
立
処
分
地
管
理
費

等
）
、
２
千
８
百
万
円
余
、
公

債
費
（
償
還
金
等
）
３
千
９
百

万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
債
費
の
償
還
は
21
年
度
で

終
了
し
運
営
負
担
は
軽
く
な
る
。

　

当
面
の
課
題
と
し
て
は
、

○
施
設
、
機
械
の
老
朽
化
で
修

繕
費
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　

今
年
度
は
特
に
ア
ル
ミ
缶
選

別
機
の
修
繕
を
重
点
化
し
た
。

○
金
属
価
格
の
暴
落
で
鉄
く
ず

等
の
収
入
が
減
少
し
て
い
る
。

一
方
化
学
薬
品
、
光
熱
費
等
の

支
出
が
増
加
し
て
い
る
。

○
不
燃
ゴ
ミ
の
選
別
、
爆
発
物

等
危
険
物
の
選
別
除
去
に
労
力

が
必
要
と
な
り
人
件
費
負
担
が

増
加
し
て
い
る
。（

小
平　

記
）

　

平
成
21
年
第
１
回
定
例
会
が

３
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
３
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
し
た
。

◎
議
案
第
１
号

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

（
諏
訪
市
・
茅
野
市
・
富
士
見

町
・
原
村
の
４
市
町
村
が
運
営

す
る
静
香
苑
の
予
算
。
）

主
な
事
業
は
火
葬
業
務
委
託
料
。

「
全
会
一
致
可
決
」

◎
議
案
第
２
号

　

平
成
21
年
度
ご
み
処
理
事
業

　

特
別
会
計
予
算

（
茅
野
市
・
富
士
見
町
・
原
村

の
３
市
町
村
の
ご
み
処
理
に
関

す
る
こ
と
。
）

塵
芥
処
理
費
の
焼
却
施
設
運
転

管
理
委
託
料
・
埋
立
物
運
搬
処

理
が
主
な
事
業
。

「
全
会
一
致
可
決
」

◎
議
案
第
３
号

　

灰
溶
融
事
業
特
別
会
計
予
算

（
茅
野
市
・
富
士
見
町
・
原
村

の
３
市
町
村
の
焼
却
灰
溶
融
施

設
建
設
の
も
の
）

公
債
費
が
主
な
も
の

３
市
町
村
で
協
議
会
を
設
置
、

ご
み
処
理
基
本
方
針
検
討
委
員

会
が
「
今
後
の
ご
み
処
理
方
針

と
し
て
①
喫
緊
の
優
先
事
項
と

し
て
、
新
た
な
最
終
処
分
等
の

整
備
を
進
め
る
。
②
可
燃
ご
み

処
理
は
、
既
存
の
焼
却
施
設
を

維
持
補
修
し
な
が
ら
出
来
る
だ

け
延
命
使
用
し
、
将
来
の
更
新

に
向
け
、
焼
却
・
溶
融
、
炭
化
、

メ
タ
ン
発
酵
・
堆
肥
化
シ
ス
テ

ム
の
技
術
動
向
等
を
調
査
・
研

究
し
て
い
く
こ
と
を
示
し

た
。
」
こ
れ
を
受
け
、
協
議
会

は
灰
溶
融
施
設
整

備
を
中
止
と
し
た
。

（
矢
島　

記
）

南
諏
衛
生
施
設
組
合

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合

静香苑予算

ごみ処理予算

灰溶融予算

59,099

742,944

8,951

4,485

88,478

0

平成21年度会計予算　　（単位：千円）

総　額 原村負担金

公共交通の検討はじまる
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３
月
定
例
会
が
３
月
27
日
に

開
催
さ
れ
、
６
議
案
（
平
成
21

年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
案

他
）
の
提
出
が
あ
り
、
全
議
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　　

病
院
業
務
の
予
定
は
、
年
間

利
用
患
者
数
を
入
院
・
入
所
が

11
万
５
千
523
人
（
一
日
平
均
患

者
316
・
5
人
）
外
来
が
21
万
827

人
（
一
日
平
均
患
者
779
人
）
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定

額
は
71
億
９
千
126
万
２
千
円
と

定
め
る
。

　

重
要
な
資
産
の
取
得
は
、
医

療
器
械
（
電
子
カ
ル
テ
画
像
シ

ス
テ
ム
）
で
あ
る
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
と
看
護

専
門
学
校
の
平
成
21
年
度
特
別

会
計
予
算
案
も
可
決
し
た
。

　　

議
会
閉
会
後
、
病
院
組
合
議

会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

業
務
の
状
況
に
つ
い
て
病
院
よ

り
、
１
日
当
り
の
入
院
患
者
数

が
11
月
か
ら
前
年
同
期
を
下
回

る
「
景
気
を
反
映
し
受
診
を
抑

え
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
は
」

と
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
た
。

　

看
護
専
門
学
校
卒
業
生
の
看

護
師
国
家
試
験
の
報
告
が
あ
り
、

受
験
者
41
人
の
う
ち
合
格
者
40

人
（
内
訳
は
新
卒
40
人
受
験
し

39
人
合
格
、
既
卒
は
１
人
が
受

験
し
１
人
が
合
格
）
合
格
率

97
・
６
％
（
全
国
89
・
９
％
）

卒
業
生
22
人
が
諏
訪
中
央
病
院

に
就
職
す
る
。

（
小
林　

記
）

諏
訪
中
央
病
院
組
合

原中ブロンズ像除幕式
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４
月
か
ら
子
供
た
ち
が
希
望

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
保
育

園
・
学
校
で
の
新
し
い
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
、
『
子
供
た
ち
の
心
が
う

ま
く
育
た
な
い
』
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
大
人
達
が

「
早
く
し
な
さ
い
」
そ
し
て

「
頑
張
っ
て
ね
」
･
「
し
っ
か

り
し
な
さ
い
」
さ
ら
に
「
皆
と

同
じ
に
し
な
さ
い
」
、
追
い
討

ち
を
か
け
る
よ
う
に
「
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
」
･
「
何
で

も
自
分
で
や
る
よ
う
に
」
と
言

い
続
け
て
き
た
こ
と
で
な
か
っ

た
か
。

　

子
供
た
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

成
長
の
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。今
必
要
な
の
は
、子
供

た
ち
の
個
性
に
合
わ
せ
た
見
守

り
の
気
持
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
五
味　

記
）

　

編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

日
達　

德
吉

　
　

副
委
員
長　

五
味　

武
雄

　
　

委　

員　
　

矢
島　

昌
彦

　
　
　

同　
　
　

小
平　

雅
彦

　
　
　

同　
　
　

小
池　

和
男

　
　
　

同　
　
　

小
林
庄
三
郎

議
会
日
誌

２
月

３
日　

長
野
県
立
高
校
再
編
に

　
　
　

関
す
る
勉
強
会

　
　
　

秋
田
県
大
潟
村
議
会
視

　
　
　

察
来
村

５
日　

原
村
五
者
懇
談
会

６
日　

議
会
全
員
協
議
会

９
日　

諏
訪
広
域
連
合
行
政
研

　
　
　

修
会

10
日　

諏
訪
広
域
連
合
全
員
協

　
　
　

議
会

12
日　

原
村
老
連
定
期
総
会

　
　
　

諏
訪
湖
浄
化
シ
ン
ポ
ジ

　
　
　

ウ
ム

13
日　

諏
訪
地
方
議
会
正
副
議

　
　
　

長
懇
談
会

18
日　

諏
訪
広
域
連
合
議
会
運

　
　
　

営
委
員
会

23
日　

県
圃
原
村
西
部
地
区
竣

　
　
　

工
式

　
　
　

第
１
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

水
田
農
業
推
進
協
議
会

24
日　

上
高
井
郡
高
山
村
議
会

　
　
　

視
察
来
村

26
日　

農
業
振
興
地
域
整
備
開

　
　
　

発
協
議
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

３
月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

４
〜
19
日　

第
１
回
議
会
定
例

　
　
　

会

12
日　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

13
日　

原
中
卒
業
記
念
ブ
ロ
ン

　
　
　

ズ
除
幕
式

17
日　

原
小
学
校
卒
業
式

18
日　

原
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

19
日　

中
学
生
プ
ケ
コ
へ
ホ
ー

　
　
　

ム
ス
テ
イ
壮
行
会

　
　
　

八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践

　
　
　

大
学
校
卒
業
式

20
日　

こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
卒
業

　
　
　

式

21
日　

原
村
保
育
所
卒
園
式

25
日　

南
諏
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　

会

25
〜
26
日　

諏
訪
広
域
連
合
議

　
　
　

会

27
日　

諏
訪
中
央
病
院
組
合
議

　
　
　

会

　
　
　

富
士
見
高
原
病
院
運
営

　
　
　

委
員
会

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や

　
　
　

ま
ゆ
り
」
竣
工
式

30
日　

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合

　
　
　

議
会

31
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　

会

　
　
　

原
村
消
防
団
幹
部
役
員

　
　
　

引
継
式

４
月

１
日　

原
村
保
育
所
入
園
式

３
日　

原
中
学
校
入
学
式

　
　
　

原
小
学
校
入
学
式

６
日　

こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
入
学

　
　
　

式

10
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　

会

13
日　

議
会
報
告
・
懇
談
会

15
日　

原
村
観
光
協
会
定
期
総

　
　
　

会

16
日　

議
会
報
告
・
懇
談
会

20
日　

議
会
報
告
・
懇
談
会

22
日　

日
本
禁
煙
友
愛
会
原
支

　
　
　

部
総
会

議会事務局長が
　　　変わりました。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

菊
池
周
吾
さ
ん

田
中
隆
治
さ
ん

（
教
育
課
長
へ
）

お
ね
が
い
し
ま
す
。

（
会
計
管
理
者
よ
り
）




